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１．概要
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研究データ管理講座

4

• 研究データ管理を始める機関向けのトレーニングコース
• 3コースを提供（2021年7月現在）
• オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）との共同開発



研究データ管理への要請

政府・研究資金配分機関・学術機関・出版社の政策／方針（ポリシー）

• 公的研究資金を受けた研究成果（論文とデータ）の公開
• 論文のエビデンスとなったデータの10年保存と開示義務
• 産学連携・市民科学の推進と国際競争力の強化
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研究者／コミュニティ

・データを公開することによる研究成果の信憑性の向上
・過去の知見の再利用
・研究成果の保全
・研究活動の効率化
・分野融合型研究の加速

研究データ管理



JPCOARとNIIによる研究データ管理教材開発
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2017

RDMトレーニングツール

2018

研究データ管理サービスの

設計と実践

2019

オンライン教材の

内容評価

2017年11月～2018年1月
「オープンサイエンス時代の研究データ管理」開講
RDMトレーニングツールを編集、MOOCで提供

Project 1

2018年8月～10月
「研究データ管理サービスの設計と実践」
オンライン講座試用プロジェクトの実施
Moodleプラットフォームの試行

Project 2

2019年7月～12月
JPCOARと合同で、学認LMSを用いたオンライン
講座試験運用プロジェクトを実施
動画及びE-Bookの評価

Project 3

JPCOARによる教材開発NIIによるアクション



（続）JPCOARとNIIによる研究データ管理教材開発
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2020

研究者のための

研究データマネジメント

2021

（企画中）

30 Team Members (JPCOAR)

40 Institutions (Project participants)

2020年11月～
「研究データ管理サービスの設計と実践」及び
「研究者のための研究データマネジメント」の
マイクロコンテンツ化
学認LMSへのコンテンツ搭載

2021年6月 学認LMSでの教材公開

Project 4

JPCOARによる教材開発NIIによるアクション

Special Thanks



基礎情報
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研究者のための研究
データマネジメント

研究データ管理サービ
スの設計と実践

オープンサイエンス時
代の研究データ管理

受講対象 学術機関の研究者 学術機関のRDM支援者 RDMに関心のある方

対象スキル Curated RDM Basics + α RDM Basics + 
Designing RDM Services

RDM Basics

コンテンツ量 全12章（約96分） 全6章（約225分） 全4週（約124分）

修了要件 理解度テスト（コース
修了判定）70点以上

理解度テストの合計点
70点以上

得点率70％以上

修了証の発行 あり（※） あり（※） なし

受講条件 なし なし なし

※NII教育研修事業の一環として認定されています。
参考：https://contents.nii.ac.jp/hrd/rdm



コンテンツの構成：
研究者のための研究データマネジメント
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研究前 研究中 研究後

• 外部資金の取得

• 申請書類（DMP）の

作成

• 所属機関のインフラ

活用

• 研究データの保存

• データの検索・発見・

収集

• データ分析

• 加工・分析中のデータ

管理

• DMPの更新

• データの引用

• データの公開方針の

決定

• リポジトリへのデー

タ登録

• データ論文を通じた

データ公開

• 2020年10月公開（JPCOAR研究データ作業部会作成）
• 研究プロセスに沿って、テーマ別に必要な知識を取得できる

Ref: https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/294



コンテンツの構成：
研究データ管理サービスの設計と実践

10
Ref: https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/records/607

• 2018年8月公開；2021年2月改訂（JPCOAR研究データ作業部会作成）
• 研究データ管理サービスの全体像を場面ごとに把握できる



コース修了
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修了証書の申請

https://contents.nii.ac.jp/hrd/rdm



２．機能紹介
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機能紹介（デモ）

13

https://lms.nii.ac.jp/

1. コースの全体像
2. 解説動画・理解度チェック
3. 修了証書の発行



３．今後の展望
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RDM教材のスキル分析

フェーズ ファイル名カテゴリ名称 対応するRDMスキル

研究前
外部資金の

取得

外部資金取得と研究データ管理
所属組織にとっての主要な外部資金元や、
各研究者が獲得を目指す外部資金元の研究
データに係るポリシー内容の理解

研究助成機関のデータポリシーの内容を
理解する

研究助成機関のデータポリシーに対する
所属機関の対応状況を理解する

外部資金元の要求と所属機関のポリシーの
整合性・対応状況の理解（助成応募時の対
応等を適宜、関係部署と確認できる）

研究助成機関のデータポリシーに対する
所属機関の対応改善を働きかける

外部資金元の要求に対応するため、所属機
関のデータポリシー更新やRDM体制の拡充
等を提案する能力
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• RDM教材を分析し、スキルの観点から教材スライドを分類したい
• ベースとなる標準RDMスキル案を検討中

RCOSトラック6: 研究データ管理支援者に求められるスキル
7/8（木）13:00 - 14:30



研究データ管理人材の育成促進に向けて
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研究データ管理人材を体系的に育成するコミュニティの構築
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